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右
の
質
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意
書
を
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そ
こ
で
堺
市
は
昭
和
五
十
四
年
度
に
更
に
分
離
校
を
建
設
開
校
す
べ
く
準
備
し
、
そ
の
用
地
と
し
て
、
同
校
区

内
金
岡
団
地
の
一
画
に
在
る
法
務
省
婦
人
補
導
所
の
敷
地
を
本
年
度
中
に
入
手
し
う
る
よ
う
強
く
要
望
し
て
い 

る
。
す
で
に
市
当
局
よ
り
法
務
省
当
局
に
対
し
、
補
導
所
敷
地
を
交
換
若
し
く
は
買
取
り
に
よ
り
取
得
す
る
希
望

は
申
し
出
て
お
り
、
地
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
は
じ
め
関
係
地
域
住
民
も
ま
た
、
そ
の
こ
と
を
切
望
し
て
い
る
。
ま
た
堺
市

議
会
に
お
い
て
も
、
原
圭
次
議
員
ら
が
る
る
法
務
省
に
陳
情
を
続
け
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

堺
市
新
金
岡
町
所
在
の
市
立
金
岡
中
学
校
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
生
徒
数
三
、
一
五
〇
人
で
日
本
一
の
マ
ン
モ

ス
学
校
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
後
分
離
し
て
市
立
金
岡
北
中
学
校
と
し
て
生
徒
数
二
、
七
〇
〇
人
と
な
り
、
超
過
密

状
態
は
や
や
緩
和
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
五
年
後
の
昭
和
五
十
七
年
度
に
は
生
徒
数
は
三
、
〇
〇
〇
人
以
上
に
増

加
し
、
再
び
全
国
一
の
マ
ン
モ
ス
校
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。 

法
務
省
婦
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補
導
所
の
移
転
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す
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意
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四 

よ
つ
て
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

一 

堺
市
所
在
の
法
務
省
婦
人
補
導
所
の
現
況
に
つ
い
て
、
地
積
、
建
物
敷
地
、
建
物
構
造
及
び
土
地
建
物
の
評

価
額
並
び
に
現
在
の
利
用
状
況
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

交
換
若
し
く
は
売
渡
し
に
よ
り
、
堺
市
に
対
し
右
補
導
所
の
敷
地
を
譲
渡
す
る
意
志
が
あ
る
か
ど
う
か
。 

三 

交
換
の
場
合
の
代
替
地
の
位
置
、
面
積
、
形
状
な
ど
に
関
す
る
条
件
は
ど
う
か
。
ま
た
建
物
に
つ
い
て
も
代

替
建
物
の
提
供
を
要
す
る
か
ど
う
か
。 

四 

地
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
、
児
童
生
徒
は
、
国
の
一
層
の
努
力
を
要
望
し
て
い
る
が
見
通
し
は
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


